
 
 
 
 
 
 
 
 
■講演会の内容 
 講師の神田先生が、実際見てきた現実と、今現在起こ

っている社会の現状に沿って、原因と思われるものをデ

ータを見ながら説明。しかし最終的には、人の心の中に

あるものが変わる必要。「自分にしてもらいたいように、

そのように他人にもする」このような一人一人にと投げ

かけられた。 
■PTAとして何ができるか（学区会長会で考えたこと）

‥‥スタートはここから 

 毎年第７学区では、全体研修会という形で講演会等を単P

の全会員対象に行ってきた。2004年度はどんなことをテー

マとしたらよいか相談した。 

そこで、会員一人一人に何らかの語りかけが出来たら、今

必要とされるものは何か、家庭や家族で考えてゆくことが

出来たらなど、会長会で私たちはいったい何が出来るのだ

ろうかと熱く話し合いを持ってテーマを決めていった。結

果として、「命に関わることで」「生きた体験を通して」と

いうことでまとまる。（社会に起きている事件や私たちが抱

えている問題の根本が何か考えた） 

「これまで多くの講演会を聴いてきたが、実体験に基づい

たものには、大きな説得力があることを感じる」というこ

とに皆同感、講師は実体験を通して話してくださる方を捜

すことにした。 
・ これで内容を確認してみると、「飢餓＝直接命へ」「神田

氏の実体験、２０年にも及ぶ５０ヶ国もの人々、自分の

目で見てきた世界の飢餓の現状を報告し、日本人の生き

方を問い直す・・・」の趣旨と合致のこと。 
＜講演会挨拶で・・・＞ 
「今年度は特に、命に関わる何か、生きた体験を通して考

えるような内容をという願いで、飢える世界への働きに長

年携わってこられた神田先生の体験で、客観的に見えてき

たものを、私たちに問いかけてくださることで、私たちの

生き方そのものに、もう一度自分自身を問い直し、次世代  
に何を反映させて行くことが大切かを一緒に考える時とな

ることを願っています」と投げかけた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■この講演会を終えて 
質疑応答で・・・4人が質問されて 

Q我々がこの飽食の時代に生きていて、具体的に我々がお手

伝い出来ること、しなければならないことを教えて頂きた

いのですが 

A私たちが、あの方々にしっかりと目を向け、心を向けるこ

と。人間にとって一番辛いことは無視されることです。 

アンケートでは・・・185枚の回収（参加者約550名：ミニ

コミ誌も用いて一般にも呼び掛け） 

・無関心でなく、心を向けることの大切さを実感した。無

関心と無知であることを知った。とてもショックな話で自

己中心な自分を反省した。・考えることが少ない日々に気づ

き、どうやって生きてゆくのか、何が大切か忘れていたも

のを思い出した。・人として知らなければならないことを再

確認。・家族で話し合ってみたいし、知らせたい。・・・ア

ンケートのほとんどにこのように多くの感想が記されてい

て、その全部をお知らせしたいほどでした。 

反響として・・16年度中に生徒向けにもある学校で同じ講

演が実施された。 

■まとめ 
 この講演会を聞いた方は何かを感じて取って帰られたか

なという感触を持ちました。私たちは、どんな講演であっ

ても、自分に興味のないことに関して足を向けたり、関心

を持つことは難しいものです。PTA全会員に還元できること

を願ってリードしていく中で、子どもたちの健全な育成と

いう目的に向かって活動していたとしても、多くの場合、

それをより多くの方々と共有しながら歩むことの難しさを

感じるのが現実です。私たちが、この講演会を通して感じ

たことは、たとえ関心を持つ方が少なく、わずかな反応で

あったとしても、その少ない方たちが感じたり知ったりし

たことを、わずかな人とでもシェアしたり、自分に出来る

ことを学んで、わずかな人でも実践していくことがある、

そういうことがスタートとなり、少しずつ変わって行くこ

とへつながり、その存在の意味と目的に沿ってくるのでは

ないかと、つくづく感じるものでした。 
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